
資料２ 評価基準整理表（審査基準）
（旭川市病後児保育委託業務）

採点者

応募者

評価内容 点数 採点
・財務状況は健全で安定した運営が可能であるか ・経営母体の財務健全性 良い 10点
・病児・病後児保育事業の概要を十分に把握しているか ・事業者の業務概要，公的事業の運営に対する責任と意欲 やや良い 8点

普通 5点
やや悪い 2点
悪い 0点

・職員確保の目途がついているか ・職員の配置について専任で看護師１名以上，保育士１名以上の配置が必要となる
が，配置が可能であるか，または採用の具体的な目途がついている。 良い 30点

・看護師の欠員が発生した場合のカバー体制は ・体調不良時など，専任職員が休暇や急用があった時に配置できる看護師がいるか。
勤務シフト上余裕を持った職員配置が可能か。 やや良い 24点

・保育士の欠員が発生した場合のカバー体制は ・体調不良時など，専任職員が休暇や急用があった時に配置できる保育士がいるか。
勤務シフト上余裕を持った職員配置が可能か。 普通 15点

・看護師のこれまでの勤務経験は ・従事予定の看護師のこれまでの勤務歴はどのようなものか。（病児保育事業の看護
経験，医療的ケア児の看護経験，小児保育の看護経験等）

やや悪い 6点

・従事職員の心身のケアについて ・事業の性質上，感染症に罹患した子どもと１対１保育を行うことが多々ある。
雇用している看護師及び保育士に定期的に面談を行うなどの心身のフォローを考えて
いるか。
余裕を持った人員配置などで特定の職員に過度な負担がかからないように配慮されて
いるか。

悪い 0点

・開設までのスケジュール管理 ・令和７年４月１日からの事業開始に向けてスケジュールは実現可能なものか。 良い 20点
やや良い 16点

普通
10点

やや悪い 4点
悪い 0点

・十分な広さの保育室・観察室を確保できるか ・定員に対して十分な広さの保育室及び観察室が用意してあるか 良い
40点

・観察室が十分な個数用意可能か ・定員が３名のため，観察室が２室あることが望ましい やや良い
32点

・専用の玄関（事業用出入口）が用意可能である ・通常保育利用児等との動線を分けるため，専用の出入口があることが望ましい 普通
20点

・専用室内にトイレが設置可能である ・通常保育利用児等との動線を分けるため，専用の出入口があることが望ましい やや悪い
8点

・駐車場が整備されている ・保護者の送迎があるため，駐車場が整備されていることが望ましい。 悪い
0点

・施設の立地や利便性について ・施設へのアクセスの利便性や，他施設との位置関係などからして妥当な立地である
か

・防災・危機管理マニュアルの整備 ・災害時のマニュアルや危機管理マニュアル等が整備されているか 充実している 20点
・協力医療機関（緊急時の受入れ等）の目途があるか ・嘱託医等に依頼して緊急時の受入れや感染対策等必要な指導を受けることが可能か。 やや充実 16点

普通 10点
やや不十分 4点
不十分 0点

・感染症対策等の衛生管理マニュアルの整備 ・感染対策マニュアル，衛生管理マニュアル等が整備されているか 充実している 20点
・給食の提供に係るアレルギー除去の対応について ・給食のアレルギー除去について対応が可能である。また，当日でも対応が可能であるか。 やや充実 16点

普通 10点
やや不十分 4点
不十分 0点

・利用者が少ない日において市内の保育所等への情報提供や巡回 充実している 20点
支援を実施する予定がある。 やや充実 16点

普通 10点
やや不十分 4点
不十分 0点

価格

合計 170点満点中

※各委員の評価点のうち，最高点と最低点をつけた委員の点数を除いたものの平均点が８５点（50％）を下回る場合は採択しない。

評価/配点

事業者の適正

実施体制

事業者からの提案内容及び判断基準例

・事業開始に向けて, 従事職員への研修会や勉強会などの予定 ・事業に開始に向けて，医師や看護師等から従事予定の職員に対し，実務に対しての
指導や感染対策の方法などを研修会や勉強会の開催し事業に臨めるか。

総合的に５段階で評価

業務スケジュール

総合的に５段階で評価

総合的に５段階で評価

項目 審査内容

・外部などの病児保育事業に関する研修等に参加の予定があるか。

施設状況

危機管理体制

児童の衛生管理
食事の提供

地域支援の取組み

・10点×提示された最低額/提示された額（小数点以下切り捨て）

総合的に５段階で評価

総合的に５段階で評価

総合的に５段階で評価

総合的に５段階で評価

・利用児童がいない日やいない時間帯に市内保育所等に有益となるような情報提供又
は巡回支援を行うことが可能か。
・具体的な地域支援の取組み案について（どのくらいの頻度で何をやるか）


